
ReizoHarakoandShir°Rondo

〔ProceedingsWthInternationalCongress

oEAnthropologlCalandEthnologicalSci-

cnces,1,70-72,1968.]

3)Anatomicalvariationsoflimbmusclesin

primatcsfromtheviewpointoflocomotion.

Hidemilshida

〔ProceedingsWthlnternationalCongress

ofAntllrOpOlogicalandEthnologicalSci-

ences,1,334-335,1968.〕

4)A studyonacclimatizationoftheAinu

andtheJapanesewithreferencetohunting

t(!mperaturereaction.

ShiroRondo

〔J.Fac.S°i.,Univ.TOKYO,See.Y.γol.

Ⅱ,253-265,1969.〕
5)CasereportonaJapancscmonkeywith

coJlgCnitalmalformationofthelimbs.

MitsuolwamotoandMomokiHirai

〔Primates,ll,395-398,1970.〕

6)Morpholog王calstudiesofMaraca/LLSCaLa.

ll.Somatometry
Mltsuolwamoto

〔Primates,12,1971.〕

7)ニホンザルのバイペ〆1)ダムについて

石田英宍 ･近藤四郎

〔姿勢yソポジウム論文北,1971,姿勢研究所桐〕

8)Aprelimharyreportoncoldvasodilation

rcactlonoEfingeroEmacaques.

ShiroRondo,Hirom王TokuraandNori-

katsuMiwa

〔人類学維誌,79,1-,1971〕

学 会 発 衣

1)AnanthropologicalStudyofhighaltト

tudeadaptationinthePeruvianIndians.

近藤四郎 ･原子令≡

第8回国際人類学民族学全校 (1968)

2)Anatomicalvariationsoflimbmusclein

prlmatesfromtheviewpointoHocomotion.

石 田 英 奨

第8回国際人類学民族学会談 (1968)

3)詔Ll湖の寒冷血管反応

登倉尋宍 ･近藤四郎

約23回日本人類学全日本民族学会連合大会 (1969)

4)指紋における渦状紋隆線の渦巻き方向について

岩 本 光 蛭

弟23回日本人類学全日本民族学会迎合大会 (1969)

5)サルの限柘の構成について- とくにメガネザル

の系統的位匿の考寅を臨点として-

岩 本 光 雌

筋24回日米人効学会日本民族学会迎合大会 (1970)

6)電長期における二足立位姿勢の筋屯図による研究

石 田 英 火

災24回日本人斯学全日本民族学会迎合大金 (1970)

神経生理研究部門

時実利彦 ･久保田現

二木宏明･松淡謙一

研 究 概 要

1)前頭苑の機能の神経生理学的研究

時宍利彦 ･久保田脱 ･=木宏明 ･消井正樹■

岩本隆茂*8

1泊頭張が関与している行動の一つである遅延交代反

応をアカゲザルに学習させ,その時の前頭柴主構部,

尾状核,祝拭,背内側核などのニョーロン活動を解析

して ｢行動の神経生理学的機構｣を明らかにしようと

している｡

2)随意運動の蒐現機序の研究

A.随意遊動発現における遊動野の役割
久保田脱 ･弓矢治'TuH●

筋からの情報を断った状態 (後根切断)で宵を糸

件刺激として手でバJレーンをにぎるという防御射′ト

反応を学習させ運動野の錐体細胞,非比体細胞と筋

活動の相関々係をしらべているOなお,関係する細

胞活動がみられた協合,その部位で微弱Tti流を流し

ておころ筋運動をしらべ対応させている｡

B.眼球運動発現に関与する中相磯伯の解析
松 波 祉 一

自発性および学習性の眼球運動 (水平,重出方

向)と相関のある視床内,外部のニューロン活動の

性質をしらべ,眼屯図 (玉OG)とユニットとの時

間関係から眼球運動に対して果す役割を考えてい

る｡

研 究 発 表 (1968年4月-1971年3月)

輸 文

1)PrccentralcorticalunitactivityandJaw-

movementimcllrOnicmonkeys.

KisouKubota良liiroaklNiki

lEd.byA.Dubner& Y.Kawamura,Mech-

●京都大学大学院学生

+*日本学術振興会,昭和46年度流動研究且
++*京都大学大学院学生
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anlSmSOEoral･Eachlsensationandmovc-

mcnt.Applcton･Century-Crofts(InPress)〕

〔日米科学協力部双による5'yポsJサム:Confer-

cncconmcchanlsmsoforal･faclalscnsatlon

andmovement.Honolulu,Jam.19-22,1970.〕

2)Prefrontral cortlcal unit activity and

dclaycdalterLlatlonperformanceh mon-

kcyS.

KIsouKubota良HlroaklNikI

〔J.Ncuropltyslology,34,337-347.1971.〕

学 会 発 表

1)かみくだき筋運動 (mastication)における皮照遊

動野細胞の関与

久保田祝 ･=水宏明

,n46回日本生理学会 (1969)

2)サルにおける prcfrontalcortexの細胞活動と

適延反応

=未宏明 ･久保田舵

苅47回日本生理学会 (1970)

3)サルにおける三叉神経中脳路核内の筋紡錘括軌桝位

と随意運動

松波謙一 ･久保田成

約47回日本生理学会 (1970)

始 税

1)生物科学における詔技掛 こ関する研究の位紀

時 tLI 利 彦

〔科学,39,390-392(1969)〕

2)サJt,とn!動摂能の神経生理学的研究

久 保 田 舵

〔神経研究の進捗,14,3,561-556(1970)〕

3)性性状怨でニュー｡ン活動を記録するための間易モ

ンキーチェアの作り方

酒井正樹 ･二木宏明 ･久保田攻

〔神経研究の進歩,14,3,604-606(1970)〕

社会研究部門

川村俊哉 ･河合雅雄

31亡 滋･鈴木 苑

研 究 横 平

1)ニホンザルの出瓜状況の朋jl亡
川村伐硯 ･和泉 剛◆

野外研兜および研兜用サルの供給R耶馴こ脚係ある生息

状況の把垣は,研兜所の未来像としてW･ぴつつある研究

保護林設把の希望と結ぶ,地味であるがさわめて基本的

な作菜である｡このため1970年皮には.計33日間,次の

地方で調査を行った｡釘雌 山脈岡部および中部,大田山

地 (とくに中央7'JL,ブス四面),台苗山脈光弘 京大芦

生沢田林,その他,和歌山風flf,比良山系,突浪山地な
ど｡とくに,水田山地については,=藤樹-,平沖久,

柄井.:Frの 3人の火同研究Elとの合同調並が行なわれ
た ｡

21自然保諾馴こ関する作苅

川 村 俊 械

IBp-CTSの1aflとして, とくに近級地方に閑

し, 自然とその破頃の宍状把捉を行うとともに山林施

莱,公園などの純朴回只料を入手し.大局および部分開

脚 こついて保辞のための将来柄想を経った｡また1と悶

迎して,千非爪拓宕山 ･京都府嵐山におけるサJt,の保滋

を図った｡その他兵仰爪炎ノ山の調査を行った.

3)串良ニホンザル自然群の社会変動に関する研究

河 合 稚 拙

4)ニホンザルの性行動に関する社会学的研究

河 合 稚 拙

5)光アフリカにおける萩抹性霊長類のテレメt･1)法に

よる生態学的研究 河 合 雅 放

6)IBP-Pで｢陸上動物の個体数現存丑および生産
力測定法の研究｣に参加,テレメ日)による方法の開

発 河 合 .雄 雌

7)歪長柄の社会生態学:社会性,社会機構が壇の生存

に対してもつ意味の評価と,進化史的位思づけ

兼 . 滋

1. ニホンザルの生態地坪,積雪地にすむニホンザJt,

の生態学,社会学

2.詔艮mの自然保諾劉こ関する生態学

3. 熱符陣嗣株のサルの生息環境としての評価 (樋問

関係と人口動態)

8)芯等霊長類の茄団の維持横柄とその進化の箔問題
鈴 木 晃

+末節大字S!艮BT研究所研捗Ll
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